
翼　縣　縢　難　誌

第七巻　　　第三三號

昭　和　十年四月

報　　交

家蠶外二三鱗翅目昆蟲の背脈管壁の

組織學的構造に關する研究

蒲生俊興

N，緒　　轡

燃義欄贈の纏漉騨勺1徽に關して融塔に多卿）騨醐・寵があ勧書」ゆ主なるもの榔
ぐれば次の顯りである、）

　8撫m瞬）甑～！d1融1臓（18泌3）はasTelOlon七hmの背賑磐に就て二贋の構造を指摘し、一一・m”は筋肉

胤他は縦の繊維様の楢：澱な有するものと認めた。Leydig（1851）はCore七1n’aに就き、背脈

賛壁の財要部分ll嫡1コ肉π寳で・興の内部に削轟駁1三hsLlocavclivrn）4）存在することを記した。　Weis．

エntUm（1864）嫉aSXuSCtルの背腿管が主として一冊の筋肉暦より域り、共の内外爾壁がcuticrilft

様に慶化せるもの、と認め、9’SSに猫跡賭る外膜（Adve醐毛iのの欲如せるを指摘した。　（｝凪ber

（1873）はC嫡倉・，P七“撒の各擁に就て、背脈管の構造に署しい攣異を有するのみならす、同一個

沐に准ても・共の搬育程度1でよつて可成のオ‘ii違あるを指摘し、通例、外膜（Aclve’ntitia）、筋肉

贋（瀬u棚11ariの及びiXJ膜（工n働nのの三三贋より威り、筋肉厨は横紋筋繊維」：り威る主要部分

であつて・剛燃爾徽の表i西iが硬化せるものとし・猫完せる綱蹄とは認めなかつた。x
V‘鵬¢1（w（1891）ほ…ll三としてPεrla，　Nep品，共の｛Ul　Mrie，1ioP七era，　Lel）id．opteraの背脈管に就て、

三服を認め、内膜も亦外膜と同様に猫立せる系田胞暦と認めた。L’exgh（1902・）はEphemera，

Aesclmft，　Cthir・1’K・11’Ul臼，　St・醐・my，瓢agi・m及びDy七i・eus等¢）背脈管に就て猫立せる内遅葵

の簸如せるを示し、内膜は内筋鞘の蓑画1の憂化せるものと認めた。1冷AeSGhua幼鹸に於ては

外膜と筋肉冊との階Ultt：璽に薄膜の存在を｝1〒摘しChirOuOmus，9F　七1’a七i⑪加ン等に於てはクト膜の峡如

せるを認めた。典の後ZaNVft1’Zill（1911）はAeschnaの幼鵡に就て、外膜、筋肉暦及び内膜と

を指摘したが内膜ほ内筋鞘の…～ξ両の愛化せるものと認め、更に筋蔭り隆と外膜との間に外筋鞘よ

｝，來る繊維歌薄膨芝を槻察し元。　Oberle（1912）はDy七isansの背腿管に就てBex’gliと同イ漿な

ろ槻察をなし、自Pち内膜を騨号立せる翻胞麿とは認めなかつた。奥にHollaiitle（1922）はSte・
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、、。Phyl・・｝馳鋤の騰・・割贈蹴て、伽1・。・の言獣に從ひ・外”1と・筋肉ハ1淑畑脚’

三髄言戯し、外膿筋肉腓との1網構撒α・存糖指摘したが・酬脳雛せ繍1胞膿
は認めなかつたQKuh1（1924）は1）ytiiHCUSの晋脈符に就て・1司様に外膜・筋肉肝及び内膜の

三暦を槻察したが一膿欄立せる翻蹄瑠嗣・して、i螂1鞘が繊ざる1峨び琉隙よつ

てeuticula化せるものと言己載した。

以朧辿せる槻察の繍果によつてJ繍割贈；壁の糸1麟堺黙腰綱齢～欽の1岬臨瞬・

　1）昆轟の各日を異にするによつて著しV・粗違を示してゐる。

　2）　同一種に於ても、個休磯康の階程によつて、かなりの凋1違を示してゐ7，，　。

　3）背肱管壁の蝋要部分をなすものは筋肉騰（・1・N（［usaulariH）であつ’C　・魯油1占1紋筋繊維から

　　　域り、典の内外爾側に内外爾筋鞘（1肌・cく．｝1c，mmEL）が存在する。

4）背腿管のタ防にタ膜（Ad…sもi七iの筋獅祉繍｝麟がある・σ）i脚・叫儲糠脚す

　　　る）

15）背脈管の内面には内膜（1・・七imのの師瑚燃L珊るカ：、通倣耽欄：鰍る1　II顯軸

　　　認め弘内筋鞘の獅feu七i・漁化せるものと訓曳畦轍場合が多い。（v・ss．ol。聴除く）

　6）　外膜と筋肉贋との聞に弾魔の薄膜の存在を認むる滑がある。（Zlいvεしrzin，蓋「ol1εtttdの

　著蔚は案獄に於ける胚子、幼錨、蝋及び威澱、外八種の鱗翅口幼鋤にガ鑑き背脈管壁の辛1職墨

的構造を槻察し、物に典の内膜及び夕梛とが幽心細胞の生∫戊と轡接なる關係を麿する福忍め、從

て家鷲及及び薬識の如く背脈僧；遜空内に園心紬胞¢，存在を誰し得る種麗｝こ於ては、内膜は杢く石蜀

立せる細胞謄と認め得可き事霞を槻察し、舷に典の概要を報・誕孕せむ‘』する次第である。

　本研究を行ふに當て鍬瑛i：1・r照綜導門刷交長劇潔多大の側白二と湾な撫とを輿へら肱刻工遜（

帝國火畢農塾部宗、鏑木爾教授及び石森1∫辞土より懇切なる御指媒を仰いだ⇔術寵瞼に際しては

永井撮氏、批杷木瀧雄氏の御f愛肋を術たる黙多大である。敏に附認して深彫なる感謝のll訟を表

する次第である。

　　ヱ1．材料及び研究方法

　本研究の材料は主として寂黛（Bombyx蹴｛漉）¢）一樋代を通じて之に供用し、殉之、と比1｛交梱：

究の同的を以て桑灘（B・mbvx　m・ndarina），柞獄（An七hexaea　veM・）’i），天翫翼（・Nl1七1・erttea

yfiznam£i），くはえだしやぐ（HeユneroPl）ila　atrilkiea七a）、おにけんもん（A（！エ011yc七εur両りr）・り

んごけんもん（Aerollyc七a　2ncre七at，tX），ももすすめ（MarUmba（甑SGllkowitSGhii）及びまい密

いが（L｝’manhria　cli・1・a・）の鋤撫こ就て背ll贈壁の圏剛髄酬擦した。

　上述各材料の圃定測とし冒ζは、識卵はCamoy液及びBouin液を川ぴ、家叢卸ト各鱗翅口昆

鍛の圃定にはBouin液、　Carl；oy液及び恥malin（1：4）鰹を用ぴ・85％灘糾1に保イ1せる

材料を通常の」？arafHn法によつて切片となし、切片染色には鎚Honia£oxyliu，｝leinaluni及

び1　allory三三色法（Heide1ユh置dn慶沙…）　贈；を∫IJひfCt　o

∬1．観察の結果

・A，家翼に於ける背脈管め胚子酌畿生

　家獄卵の催青第四口頃，（容獄期）胚子反榑期前後に於て、中胚葉の細胞：lti（“fesei’i　ch．ymのの

一端に存在する心原細胞1（Carndiol）1as七）は表皮紺織の騎己威に作ひ、胚干の背面、表皮の濾下に

於て先づ左右爾心原細胞の接蒲を1磁、次で溝食管壁の完成と共に、背脈管の腹両ξ径く接フ許し、

催育第誠、六日頃に至て、初期背脈瞥の完成を親るにi至るは既に外山博士（1902），tllirsselil‘er
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　　　（19°9）欺・伽訓姪る所と同様働顧躯隙・．2．3．）．附に，j．／：a－・ド臆轍紐る少

・・撒の幅熱鵬完鷹る撚鰍に繍して、励伏㈱伽根泌1をなす醐力燭、るが（クト
　　　鱒・1・）・Hi舳1。・（ユ9°9）が・）・・厩…胚子蹴て調來櫛モ管の艘（Ad・。。titi、、）を形

　　　域すべき聯II胞・期H・）－s（ユ893）及びH・lla・d・（1922）・・轍端女、、く　練礁1繍i

　　　胞（Pe漁1’diεし1・el・ls）～・なる了1∫き励脇亦之贈姻’t∬蝋囎1帥剛鵬る輔や燗して

　　　醗く縦蝦り’αまないが・後に剛蝋服i・⑳融翻き原糊辺に關して醗く之を捌，iej
　　　するこ・とが出來ないo

　　　　期後催梛六・七1・r【・・蜘・於て購騰鼠望卿1網　て側1か剛綿陥の州ヒ襯

　　　灘諜撫㍊t辮1総潔講糠1繁騎脚：脚）
　　　　共の後心原細胞核は学翔辰瞥の豚1“側に、依然、として内方に爽川して存寮し、管の力両、』挙行た

　　　喪欄形朧して鵬・か・勧原繍臓髄榔♪裂法（勝法）鳳つ磯多の小擁州
　　　し・漸次内外筋勒核をノ戊すに事る。（第一一・・圃版4。5の

　　　　9’I」i　〈して・嚇錨時α・背儲蹴撚する1・卿・輔1に、舳1勲猫蜘かにレご從つて内

　　　外筋鞠k±　rJUIf，eに指摘せられるが未だ・貿内外の園心椥胞、外膜及び内膜等を楕摘するこ，とが出

　　　來ない。

　　　　B・寂翼に触ける背月騰の後胚OP的分イヒ

　　　　　1・外膜及び内膜の分化

　　　燧榊こ期る’L｛bhi・・－ninaの総㈱1射（Mi・蜘・」ec七i・・）1・よる縢1、よ蝋背

　　　騰脚内外には企幟鮒・分化せる恥欄をt旨胤そ昼な・帆管外庭恥範が期囎許

　　　”鋤鐙噛i凶1胞が第ゴ購脚後胚子的に欝醐るに阻て、卸！桝腿び膿の
　　分化魏る羅る・之剛・賄騰に於け研膜a．・・iEgiVav・rkJlisJ畷瀦嚇∬贈、，繍轍在

　　せる中殿糊翻砿を靴・夫・撒・糊聯1翻胞雌励謝1㈱に分化すべき醐力、な
　　　るも1脾鰍に腫価男U耀泌こと難く瀦一燃観驚つて糊匿贈1鞄の分化と共に
　　第三撚撫より撒の分化を欄せられる畝に膿・・抽・關しては胚瑚℃に膝翫

驚難欝驚d璽鳶1雛難耀鍵讐欝
第『齢鵬時代・・龍今細壷　　娩　　　　・1・　孟
めて騨泌構造礁し⑳　　第引蒔｝隙瑠鱗の背囎鞭の郷（・1・・　f，，1．；）



幽　　　　　　　　　　　鍛　　綿　　離　　維　　儲　　　　　　　　　〔辮騰

懸嶽讐総瀞欝讐罵撒灘1蕪諺燃1騰鰹歳

1聯以御鞭枷麟チll辰鯉に麟膜（Ad…輪）及び内膜（【L’・エ・伽の媚脚1り・姻

1瞭1となる（第一繊膠照）0

　　　3，蒙醐蠕及び成虫の背脈管壁の構造

MTeismft・・（1．ε6・L）M…c財蹴・d醐i荘1に於ける背脹管の解｝雛（1・liff　t・ly・董畦ll怨め謀1　川

榮繍氏（19動も獺　1自聯1畷て、醐・僧噺鋼・艘酢1腋受けて最裾り欄・管嚇
所にイ擁してゐた原綱包よ蜥たに曝糊1贈の！．1三麗ら獅祉を1獣し・て綿・然る1ζ・

K。w。1ev，ky（1886－・87）はM・1・c昭蹴き、V・U・eyσ9。。）はSi・uulia・Chh’en°”“巳轍び

G。，七，。1，1、i1。・の轍1醐し訳H・…9・・y（・1〕鋤もM・・・…劇り　1！1に於で脳伽・魁鰻勲

瀧認めなかつた。只欄］Uil（e於て争i三婿1蝋喬・碗蹴鰍し（K‘i・・1・・1　d’H…U1・・1・（188a））

又は纐肋蹴嶽を認めたるもの膨撚逮してゐる（1．rtt七霊しilk）11　（ユ893），　llド川（脳）

Fi、G1、er（1918），糊§（1919），　Vi・量1（1‘J・’（）），　G・voulc1（19　2・t・），横Lll，（19鋤等な）・

　欄の鰹によれば、櫛己撚後間肱く澗・管の夕膜灘内腱職i」洪の大い就増す・と
共に胆接分裂を剋し、：！運に，1：籏後第鉱日（萌虫醐1）より化蜥當時に室れば・°磐壁の鰻化顯陣と

なり、内備榊椀・頒建鋤llが著しく撚せ航’。而して仙脚三噸となればク膿及び内膜

は筋肉贋より分離し、種々多撒の小細胞に剥1雛す為が如き傾崩をガ莞して來る（第・一圃1τ反12・18・

及び算二岡版1．）。侮化蜥節五日乃歪弟し「慮rlには筋肉Ji・｝は轡しく典の厚さを減じ、典の横紋

の椿造梢不朋瞭となれる部分も槻察せらる。然れども心腺細胞より來れる左齎の原始核は依然

として存准し、外膜及び内膜は漸次厘さを糟して、内外姻心翻胞の1酬姦酉を關続するを親脇o了而

して化輔第九口頃となれば筋肉腓も亦漸次厚さ及び構造を回復し、筋騎li核撒も：1’lf・び塘加し、ノ畢愛

虫となれば筋肉暦は著しく共の厚さを壇し、外膜及び内膜も磯遼して朋かに顧別せらる　（第二

塒購反　2，3．4，．）

　以上槻察せる所によれば家獄の蝸期ll田こ於ける背脈管は、　WeiSm乱τm及び池川氏等の所訟の

如く根本的に鍵態を受くるものでなく、化蝋後一時、共の外膜及び内膜は筋肉癬より糸i燭曇し、

筋肉馳著しく厚さ繊じて」剛髄棚瞭となるll糊があるが・心脚1胞よ殊れる麟～
繧は依然として存在し、域錨に接近するに随て・再び内膜及び外膜は整齊せられて塘力臆し・筋

肉麿は共の厚さを回改すると共に筋鞘核は曾しく触加するを知つた。

　G．鱗翅目幼虫の背脈管壁の構造

　　　1．　桑　蝦（Bombyx　mandarina）

　桑獄幼鐡の背脈管は家獄幼嶽のものに著しく類似し、外膜（Adve1上七i七iの及び内膜（田m丘綿

in七ima）　は殆んど同様なる薄い結締結1膜よりなつて諸虚に紬胞核を指摘せられ、筋肉肘は内外

　筋鞘によつて被はれ、比較的厚い横紋筋尉費維から域てゐるo　而して背脈管の内タト爾鯛には蒙鍛

　と同様、多数の幽心細胞をll爵，茄せしめて居る（第二圃版6・）。

　　　　2，　ヲミ　i蚕i（An〃lerea　yatnamai）及び柞蚕（A・Pernyの

　　天獄と柞獄との背脹管壁は署しく相類似し、外側にiま外膜の獲逮を槻るが、内側には内膜に



鎗三三魏〕　　　　　　　家圃外ニニ韓鱗翅lil琵蝋の背脈管壁の赦藩捷醗的構邉に聞する研究　　　　　　　　145

相當する猫立細胞糾を羊∫しない。　而して比鮫酌康い筋隣1癬よb成つて内外筋鞘は1祢しく薄く、

3〈1凋心納胞ぽ；1，脈管の外側にのみ寸旨摘し得らる（錦二二Ur，i’il’1版7．8J）0

　　　3．ももすずめが（ル伽棚伽GtischleeuTitschii）

　ももすすめが幼掘の背脈管壁のイ；llli造は天柞鍛のものに類似し，外膜は薄い結瑚嚇堵膜より成る

が、内脈の存在を指摘し得す。筋肉府ほ比1較的厚い横紋筋繊制llより域り内外筋鞘質はi・iY’ilしく薄

く、又按；1心細胞は響芋脈符の外側にのみ指摘L得らる（第二！副版9，）Q

　　　4・　まいまいが（Lymantria　disPar）

　まいまいが幼贔の背脈管効壁を親るに、外膜及び内膜kL著しく爽達して比較的厘い膜をなして

ゐるが、内膜には・全く核を獲見し得ないo叉筋肉lllトは内外筋鞠比較的厚く、筋肉繊維はi其のri’1

軸をなして存在す。ll’llして園心細胞は背∬庭ミ管の外側にのみ指摘し得らる（第　　：1，kl・1版10．）。帥ち

此の場合に於ける内膜の構造はKllhl（1924・）がコ：）〉’t；iseusに就て紀｝晦ぜる如く内筋鞘の内醐

が獲遠して硬化せるものと1認む可きである。

　　　5．おぼけんもん（Acronyettt徽ザoの

　お・ほけんもん幼鍛の背1脈管壁を観るに，1勾外筋鞘は；墜しく厚く、筋緻維肘は上騨交的薄い。叉

外膜1ま餓かに結締離敵様構造を示してゐるが内膜は殆ど之を1’1テ摘し得られない。而して園心翻胞

は背脈管の外側に之を羊∫するのみで必る（第二1胡版：11．）。

　　　6．　りんごけんもん（Aeronycta’解2甥ρ’の

　りんごけんもの幼撫の背厭管鰹はまいまいが幼繊のものに1類似し、内外膜の捜逮著しいが、

鋤擁夕膜に於鮒髪に之を認め得ら・i・L・7，・，が、内虹歩とに醗く之を捌臨4懸ない。姻外鵬惜

しく酬糠纏に大核襯察し｛’・「s，られ・共の中臓なせ捌」肉融比働脳く、随心綱包ぽ背

脈管外にのみ槻漿せらる（第二二1副版12）。

　　　7・　くはえだしやく（llemerof」hila　atrilineatの

　くはえだしやく幼嶽の背脈管壁は内外1・剛処の濃蓮最も少く、之に封して内外筋鞘の濃達著し

く、中暦をなせる筋肉繊維冊は極めて薄い。3ζ幽心彦i瑚也は通例外側にのみ認められる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（弟三三愉1版13．）o

　　Iv．総　　旛

　鞭獄外八極鱗翅口昆娠の背脹管壁の組織1輿的橘i造並に家叢に於ける背瓜管の胚子的獲生及び

後胚子的分化並に攣態に關し槻察せる結1艮を摘需己すれば次の麺である。

　1）家顕外八種の鱗翅目幼轟の背瓜管壁は既に　（弛曲er共他諸氏の記ii弐せる如く、外膜

（Adve・七i七i・・）・筋肉暦（M…cul頗・）汲び内膜（田mliαしi・曲・1のの三贋より域るが、樋鵬を

異にし叉は共の獲育程度によつて翔當の茨異を示してゐる。

　2）背脈管に於ける筋肉癬は横紋筋繊｛illlから域り、天躍、柞鷹、ももすy“めが、桑鑓及び象嶽

（殊に戯綴）等は比較的Jt？Cい筋肉繊雛暦を有し、くはえだしゃく，りんごけんもん、おほけん

もん及びまいまいが等は内外筋ll・・i’i　（s・U’e。1・m1・la）k／i：　rla’ilx，1しく厚いが講芳繊獅｝は1七轍勺淋・。

3）御贈のタ膜鮒’辮職より廊・る翻とで講纏に細邦鹸捕レこ、と1嫁凱郷訟．
天難、柞獺及び、ももすすめが等には典の翻胞憐の存在明かなるも，まいまいが、おほけんもん、

りんごけんもん及びq戯だしやく等にては麹竣馳・分化袴しいが綱包楓測変的伽。
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　　4）　背脈管の内膜は内i）ラコ鞘の表面に接して存れ三し、　i家1醸と薬、礁・とを除く仙の例に於て1．よ・内

膜の灘硬化贈し）・醐5立せる糊鰍と購めそ臆い。之刷して，顯及礪さ置灘寵は
内趣迄1改タト；漠と1司樹乏｝で添吉紐孫測罫εの？lji．Lハ荊1瑚包圧1”からノesEりF希に承川∫包案亥を：井袖1熔し烈｝応る0

5）撚撒び桑鍮こ於ては背11贈の内琳醐1・llよ多・数の1・恥糊包（：1・’・vi・駄li・・1…U）繍「「

るが、欄験の範匡，．圏’馳融鋼贈内IS、：i．1心翻包瞭轍勢‘せられない・而【．・瓜1繍及瓢鷲

・に在一とは、管内剛心細胞¢．）管壁附欝のため1こ、既にVosselerが他昆茸撫に就て認めた如く・内

11嚢も亦タト1ueと同様にze．　b’rSi：・｝tる弄｝1明芭魚轡こ5jkイヒせ卿るものと思・ラ捗ぜら瑠r　Lる0

　　6）　家羅に於け」る背脈秀穿のJII…∫・白勺獲妥1三a）1伏況を観るに・催1lf多『∫7亡rl頃心原岳1朋包口；llリ擬薬承1朗包よ

り分・イヒし、1獲子の；隊f爵μこ於てノ己オf府ll饗ノ隊するとヲ辱に乙、　准刀瑠1L庁卿民盈；をイ1ジ或し、ハ・1撮1サ第ノく、・IJI．li区貞

にニヨミてチ琢Z）中｝lilhに、　｛漿力）に筋肉脳醜fkl恥トの1分イヒをギ観、1；1・L：の内タト囲引則iよ才斬次火々内タト筋革i聖∫蕊しノ．ご：慧痩

達する。
　　・7）　i家蛋霊に二於ける國1チ1瓜管の後筋一了・白勺分イヒのli湿兄を膨llるに、　心原細1」包」：り來躍し撫原始イζ刻・』k‘凸り」辰

鶯：の1三！引則に二系從列をなし，C内方に，突出してダ嬉存しハ重IPI’i欠分・1”di”L1：を曾跡葭し“亡筋革11∫イ鞍を∫戊すに1賀るΩ　拍∫L

てタト1漠は多∫∫二二1眠iりi］頃にヨミて糖力・に叶｝袖鉦せ・られ・、　内1漢は第三三llltlD，J．彼1に分・化｝す晶るなギ幌る〔，即電ちマ貿111兄

艇1の内タト祠朋莫a．1）：分・イヒと内夕卜l」1’心細班包a．）丁獲Z髭と｝よ瞥酵妾なる1鈷】t系靴ン』g’してゐる〔〕

　　8）　鉢詔讃に方穿ける・庁lj永飴二の優態ナ伏～兄をヂ睨るにb　置讃兇L籏｛麦1用もなく夕トノ1処及び内〃嚢のイ健ほりい’）

夫さを軽｝すと共に’直援i分多芝をi起し．　｝廻に：前輔期1より・f【二輔當1晦に三籏て【勾クト筋荊1∬権のう｝・製ま競加が陣

しく彬aらる。　mjして化恥】〕第三三日頃より夕卜溺竃及び内1鍵は一・－ll芋角，」肉暦」：ip　fil雛L〆て刻…々葺潤裂の1｛k雀ゴ

示し、叉．イヒ蝋］㌶∫充日乃ヨ萱㌶ゴーし71ヨ触聾こ於ては獅jli句魚勲次’欝しく」寒艇）μメさをヲ舵じ、　イ：黄糸女1窃紬届lll；ヴ、）、補lj遊

も上ヒ瑛交白勺不明砺ξとなるll寺共月カミあるo　禦朝しども、’C・房馨ll班包よりづiGaしる防ζ始ント亥l　l：f衣然、とL設ご野占存1、C

イヒ朗ミに症妾迫するに二そ地て、∫窃肉」什、タ硝莫及び内〃処は：再てズ」辱の1璽鐸さを【麟葎ごし筋鎌肯イ鞍婁文靴ナ曾力llす一一に二

至る。

　　是にで乃才Lをぎ翼ミ套識（z）llYJII民う午は　「LXTeisn’taTnL　及び～山ll’IJiEv）J’yi・，1’iLld．）ll1く盤塗∫崖中やイ最オくゴ1勺f鮮肖｛1：イ乍Jljを1

受くることなく、只一ll芋的の痩｝」杉を槻るに過ぎないo
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Studies on the Histological Structure of the Wall of 

the Dorsal Vessel in the Silk-worm and 

some Lepidopterous Larva. 

With one text-figure and two plate-figures.

Toshioki GAMO.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R壱sしlm6　　　　　　　　　　　　　　　　’　　・

　　　　According　to　earlier　s　t：udies，　it　is　obvious　that　the　wall　o／f　the　dorsal

vessel　of　insectes　generally　consists　of　t1】ree　Iayers，　i，　e，，　adventitia，　muscularis，

and　tunica　intima．　Although　the　adventitia　1s　unitedly　recognized　as　a　且brous

connective　tissue　laye1・，　yet　the　intirna　is　considered　to　be　transforrned　from

the』inner　surface　of　the　sarcolemma，　being　hardend　on　account　of　the　constant

circu重ation　of　the　bIood　throしlgh　the　vesse1．

　　　　1血th｛s　paper，　besides　the　silk・worm　Bombyx　mori，　throughout　its　whole

life，　eight　kinds　of　Lepidopterous　Iarva，　i．　e．　Bombyx　mandarina，　Antheraea

pernyi，　Antheraea　yamamai，　Marumba　Gaschkewitschii，1．ymantria　dispar，

Acronycta　malor，　Acronycta　incretata　and　HemerophiIa　atrineata　was　studied

comparing　w｛th　each　other，　by　means　of　the　normal　histological　method．　h

　　　The　author　has　observed　at　first，　an　embryon｛c　and　a　postembryohic

differenciation　of　the　Iユistological　elements　of　its　wal1，　especially　of　the　adveh・

titia　and　the　intima　in　the　silk－worm．

　　　In　these　observations，　the　author　llas　explored　that　there　is　a　close　relation

between　the　existence　of　the　endocardial　cells　and　that　of　the　intima，　whiqh

is　observed　in　the　case　of　BQmbyx　mori　and　B．　mandarina，　whereas　in　other

forms　it　ordinally　lacks　in　the　endocardial　ceU，　so　far　as　this　work　is　coエ」・



1曝8　　　　　、　　羅　　綜　　駆　　Xi…　1誌　　　　　　　　〔蜘し巻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　のcerned．　Therefore，　iヒseems　reasonable　to　conclude　that　the　tumca　lntlma　Is

、。id，nti、、Ily，。n、tit。t，d・・the　ad…titi・i・・insect…ch・・the・ill・・w・「m，

whi、h。、，，y　the　end・c・・di・1　cel1・i・the　i・t・ma1・id・。f　th・d・…lv・…1・

　　　（Th，　lmp・・i・I　C・11・g・・f　S・ri・・1t・…nd　Silk・i・d・st・y　Uy・d・」・p・…）

　　　　　　　附　圃　の　i瀧　朋

ロ鰭解，振ff；，。、，翻麟，，、、＿、糊鼎1・C・．・孝棚麟・・包

　　。m，扇1於筋　m，（背脈管）筋肉暦d・・心ll馴」包　y・　卵黄球
　　。，n．翻櫛撒核pc，（賜）blll，C｝細包cc・塗納阻棚包．

　　bC．血　球　　sn．筋鞘核　　i・　（背n購）内皿庭
　　ed．　外胚粟　　　ad・　（背服啓）夘1夷　　m臼・　輔∫潴絢胞

　第　一・　圃　版

1．催i櫛剛の鍛圃；1三子、心肺1胞を剥一、Bω・1泌眺・1正・・〕・1um染色・5〔）Of’1：

2．催青第五口のJT，卵且1三子、背朕管の．！戯ωCar【1。y液固欺麟Ilem：亡OL：ylin染色・5｛餅1㍗

3．価1梯五rlの瓢卵Jas・r－、背顎瞥の！1載（2）・扇｝1櫛原細胞を添す・lleuin液ll｝碇・鎖IICStn：xt。：　ylin撫

　　色、500倍
4．価1∫第六日の卿剛｛1子，背脹鰹筋肉贋の分∫ヒ、B｛川il・液固究・Ilemalutn染色・1：【渕’1：

5．借1聯七日の欽卵胚子、背蕨怖醐｛細胞1愛の分裂を示す、Bl）ui！ユ液1・lli，㌫Ikmaltun染鉱1脚倍

6．獄兄聯化寵後（蟻獄）背脈簿．Bouin液固宛、1’lemalu：n染色・1旦5〔」齢㍗

7．（羅）第一撚翫背鷹・及欄繊の分化豚す，　ll…i磁膿・側正cmntoxyli・裏樋・64嚇

8．（家獄）第二齢起懲、背蕨管壁内外筋鞘核の射加を泳す、B（，tlill液！1聖1賊・錐II嘆ma藍oxylin染融

9．（家獄）第二齢盛獄、背眠管壁、筋僻lll胞核より嗣1昏原棚包の止成を示す・Bc，ui【1液固定・

　　¢A　Ilemat‘）xylin染色

10。（家獄）第こ二齢盛獄．背眠鶯：壁、筋粕剛1包核及び嗣心原細胞の．tl戴を示す・1：‘，uia液彫㌫

　　鎖H¢matoxylin染色

Xl，（家鎧）第三齢餓獺、園心原細胞Z）並成及び分化、　Ilt）uin液固窺、銭Hem【鞠xylin染色

ユ2，　（家羅）」二籏後第i三日、背脈管二壁の拙造、Fom1⑪1e圃定、　Ilemalum梁色、「o　vo　ftX

13．（家獺）化蝋後第三口の蜥、背脈符、外膜の分離を示す、Fl〕rluQlc固建、　IIIcmaltrm染色・・5｛i｛聴

　第　二　圃　版
1．（家鍛）化蜥後第三三日の蛎、背脈符、内膜及び外膜の分離状毘を示づ一、F‘li’m（，1姉IID冠Jle聴に漁川染甑

　　6孟飴｝

2．（家鋤化蜥後第五「1の蜘「1｝脈徹筋肉層の不ゆ隙となるを示すF。r蝋・1嚇1定、　Ilem伽n染色・

　　500倍

3．　（家窟）化蜘第七「1の蜥、背脈管、Fく）rmole醐飽、1ilemaTum染色、500倍

4．（家獄）化蝋第九r・1の蜥、背廊字、F。・m・le固篤JI¢覧11altlm染色、50⊂lf’亭

5．球鎧成蹴の．背臓僧・、Form。1c　h！｝1建・HemalUm染色・5｛｝〔｝倍

6。灘拗錨の背灘糖のll髄、1♂。rniole／bl・1完、1’，len’）aluni染色

7．　天謹i幼愚の背脈管壁の描i癒、FQrmole固宛、　IlenualLuu染色

8．　柞鎧1幼轟の背脈管壁の粥i邉、Bouin液it！ilre、Ilemahlm染色

9。　ももすS“めが幼轟の背脹管壁粥i造、Bt，uin液固定v　Ilemahlm染色

1｛｝．　まいまいが幼錨の背脹管難の轟造bIlouin液固定、1’letunluni染色

11．　おほけんもん幼鐡の背脈教二鵬の構池、BOuil1液固定、工lemaltmt染色

12．　りんごけんもん幼最の背脈管壁の橘i造、1｝（，uin液固建、｝ICinnluni染色

13，　くはえだしやく幼錨の背脹管堕の構池、Uu’tコcjy液固定、銭IIO川rLl戚yliu搬色
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　　　　　卜　鷺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆L、＼　　”

　　　　　　　　一、　　　　し“　　ぞ謡ら慧鞭
　　　cb　　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　献．　　　　　　　　　　　1、　、≡∠．．．一．．　　一　　．、

。。一

、5＼　瑛ρ帰ノ・》轡：；神

　　　　　　6孟　19》㌔蜜＼
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